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●昭和35年11月20日、北見市生まれ
●北海道立北見柏陽高等学校卒業

 北海学園大学工学部土木工学科卒業
    北海商科大学大学院商学研究科修士課程修了
●大学卒業後、家業の建設業に8年間従事
●北見市議会議員 平成3年より 1期
●北海道議会議員 平成7年より 5期連続
●衆議院議員 平成24年 初当選・平成29年 2期目
●財務大臣政務官 令和2年9月～令和3年10月
●参議院議員 令和4年7月 初当選。

【現 在】
●参議院
財政金融委員会筆頭理事
地方創生及びデジタル社会の形成等に関する特別委員会次席理事/予算委員会委員
政治改革に関する特別委員会委員/ 資源エネルギー・持続可能社会に関する調査会委員
●自民党

 参議院自民党国会対策委員会副委員長/ デジタル社会推進本部事務局長代理
【主な経歴】
●総務大臣政務官
●衆議院
厚生労働委員会委員 ●参議院 農林水産委員会理事

●自民党
農林水産関係団体委員会副委員長/地方組織・議員総局次長/厚生労働部会副部会長

【政治信条】 世のため人のため 【特 技】 トイレ掃除
【趣 味】 散歩・筋トレ 【好 物】 ジンギスカン・そば
【家 族】 妻・一男二女・孫4人（男の子1人・女の子3人）

自由民主党北海道参議院選挙区第一支部長
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令和7年度新年度予算成立！！  
 一般会計総額 115兆5415億円

令
和
7
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ま
し
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引
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真
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に
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組
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で
ま
い
り
ま
す
。
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参議院総務委員会にて総務大臣政務官として答弁(3月)

北海道日本料理研究会
四條公祭大祭

3月の国会・北海道での活動

鈴木直道 北海道知事来訪

豊かさと安心を届ける 令和7年度予算のポイント

衆議院本会議

家計を豊かに

子育て世帯を豊かに

経済を強く豊かに

地方創生2.0で豊かに

防災体制をより強く
１． 大規模災害時における機動的対応や、地域防災力の向上のため、内閣府防災担当やTEC-FORCE等の体制等を強化

２． 「防災庁」の設置、事前防災の徹底に向け、内閣府防災の予算を倍増 ・予測精度向上のための気象研究予算を倍増

３． 災害復旧予算の一層の有効活用を図る・事前防災に資する各種公共事業において制度を創設・拡充

内閣府防災予算の倍額 73億円→146億円 内閣府防災担当の人員倍増

地方創生交付金の倍増1,000億円→2,000億円
1．安心して暮らせる地方の生活環境の創生

  • 魅力ある働き方職場づくり、人づくり  ・買物、医療、交通など日常生活に不可欠なサービスの維持向上等

2．付加価値創出型の新しい地方経済の創生

• 農林水産業・地域産業の活性化 • 観光産業の高付加価値化 • ブロックチェーンや生成AIなどを活用した高付加価値化

賃上げと投資が牽引する成長型経済へ移行
1．ＧＸ投資推進、ＡＩ・半導体産業基盤強化

 ・ GX経済移行債により引き続き、官民のGXを投資  ・ＡＩ・半導体産業基盤強化フレームに基づき金融支援、拠点整備等を支援

2．科学技術・イノベーションへの投資

•ＡＩ、量子、健康・医療分野等の重要分野の研究開発を推進 •国際性の高い研究や若手研究者への支援

「こども未来戦略」の加速化プラン（3.6兆円）本格的に実施
1. 経済的支援の強化 ・妊婦のための支援給付の創設（妊娠、出産時の相談とあわせて各５万円を給付）

・ 高等教育の負担軽減の抜本強化（多子世帯の学生の授業料等を無償化）

2． 保育の質の向上 ・ 保育士等の処遇改善（R6人事院勧告を踏まえ＋10.7％の大幅増額）

・ １歳児の配置改善（職場環境改善を進めている施設において５対１を実現） ・ 「こども誰でも通園制度」の制度化

3． 育休制度の充実 ・ 育休給付を一定期間、手取り10割に拡充（現行８割） ・ 時短勤務時の給付を創設

総額1.2兆円規模の所得税減税等

1．基礎控除を引き上げ、課税最低限 103万円→160万円 中所得者への物価対策 1人当たり2～4万円減税

2．あらゆる分野の賃上げ ・ 公務員、教職員、保育士の給与改善 ・ 公共工事の設計労務単価引き上げ等 

第92回 自民党大会

デジタル社会推進本部

札幌市議会議員 村山たくじ 市政報告会

道央圏連絡道路開通記念式

全国土地家屋調査士政治連盟

自由民主党苫小牧支部定期大会

財務金融委員会にて質問
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